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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像担持体と、
　画像情報に基づいて該潜像担持体上に潜像を形成する潜像形成手段と、
　潜像担持体上に形成された潜像を、トナーとキャリアとを含む二成分現像剤を用いて現
像する現像装置と、
　該現像装置内にトナーを補給するトナー補給手段と、
　上記現像装置内の二成分現像剤中のトナー濃度を検出するトナー濃度検出手段と、
　該トナー濃度検出手段による検出結果と目標トナー濃度との比較結果に基づいて上記ト
ナー補給手段によるトナー補給動作を制御する通常トナー濃度制御を実行するトナー濃度
制御手段とを有する画像形成装置において、
　上記トナー濃度制御手段は、前回の画像形成動作を終えてから所定の放置期間後に次の
画像形成動作を開始するとき、該次の画像形成動作を開始してから所定の特別トナー濃度
制御終了時期が到来するまでは特別トナー濃度制御を実行し、該特別トナー濃度制御の終
了後に上記通常トナー濃度制御を実行するものであり、
　上記特別トナー濃度制御では、画像情報に基づいて該画像情報による画像形成で消費さ
れるトナー消費量を示すトナー消費量指標値を算出し、算出したトナー消費量指標値が規
定値以下である場合には、上記前回の画像形成動作中の上記トナー濃度検出手段による検
出結果に基づいてトナー補給動作を制御し、算出したトナー消費量指標値が上記規定値を
上回る場合には、上記所定の特別トナー濃度制御終了時期の到来を待たずに、当該特別ト
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ナー補給制御を終了することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　請求項１の画像形成装置において、
　上記所定の特別トナー濃度制御終了時期は、上記次の画像形成動作を開始してから予め
決められた動作量の画像形成動作が行われた時期を含むことを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１又は２の画像形成装置において、
　上記所定の特別トナー濃度制御終了時期は、上記次の画像形成動作中の上記トナー濃度
検出手段による検出結果と、上記前回の画像形成動作中の上記トナー濃度検出手段による
検出結果との差が規定値以下となった時期を含むことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像形成装置において、
　上記トナー消費量指標値は、当該画像情報に基づいて形成される画像の画像面積率であ
ることを特徴とする画像形成装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ等の画像形成装置に係り、詳しくは、潜像
担持体上の潜像を二成分現像剤により現像することで得られるトナー像を最終的に記録材
上に転移させて画像形成を行う画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像形成装置に用いられるトナー及びキャリアを含む二成分現像剤（以
下、単に「現像剤」という。）は、現像装置（現像手段）内を現像剤循環搬送路に沿って
循環搬送されることで、現像剤中にトナーを分散させ、かつ、トナーを帯電させる。そし
て、画像形成動作中において、現像剤は現像装置内で継続的に循環搬送され、現像剤中の
トナーが画像形成によって消費されると、その消費分のトナーがトナー補給手段により補
給される。
【０００３】
　一般に、トナー補給動作は、現像装置内の現像剤のトナー濃度をトナー濃度センサによ
って検出し、その検出結果と目標トナー濃度との差分値が小さくなるようにトナーを補給
するように制御される。トナー濃度センサは、トナー濃度と相関関係が高い現像剤の透磁
率を検出する透磁率方式のものが多い。透磁率方式のトナー濃度センサは、同じトナー濃
度の現像剤であっても、その検出領域内に存在する現像剤の密度が変わるとセンサ出力値
が変化するため、現像剤密度が想定から外れていると、トナー濃度の誤検出が発生する。
多くの場合、現像装置内の現像剤が循環搬送されている画像形成動作中にトナー濃度を検
出してトナー補給制御を行うことから、循環搬送中の現像剤密度を想定してセンサ出力値
からトナー濃度を把握する。
【０００４】
　画像形成動作を終えてから次の画像形成動作までの期間（以下「放置期間」という。）
は、現像剤劣化の防止や消費電力の低減等の観点から、現像剤の循環搬送は停止される。
循環搬送が停止されると、循環搬送中に現像剤内に取り込まれた空気が抜けて現像剤の嵩
が減少し、現像剤密度が高まる。そのため、比較的長い放置期間後に行われる画像形成動
作の初期は、現像剤密度が想定よりも高いものとなり、トナー濃度が低めに誤検出される
。その結果、本来よりも多くのトナーが補給されることになり、現像装置内の現像剤中に
帯電不足のトナーが多く発生し、地肌汚れやトナー飛散などの不具合を引き起こしやすく
なる。しかも、放置期間中には、循環搬送によって摩擦帯電されていたトナーの電荷が徐
々に抜けてしまうため、トナー補給前から現像装置内に存在するトナーも帯電量が落ちた
状態となっている。そのため、比較的長い放置期間後に行われる画像形成動作の初期は、
地肌汚れやトナー飛散などの不具合が発生しやすい。
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【０００５】
　特許文献１には、放置された後の画像形成動作に先立つウォームアップ運転時に測定し
たトナー濃度センサの出力値と放置前の出力値との差分値を算出し、この差分値が所定の
値よりも大きい場合には、トナー濃度基準値（目標トナー濃度）を高くする画像形成装置
が開示されている。トナー濃度センサの出力値が本来よりも高めの値となることから、放
置後にトナーが過剰に補給される事態を抑制できる。
【０００６】
　また、放置後に画像形成動作を開始してから一定期間（例えば５０枚の画像形成が終わ
るまでの期間）が経過する頃には、現像剤密度が想定値まで回復し、トナー濃度センサの
出力値が正しいトナー濃度を示すようになる。そのため、当該一定期間経過後も変更後の
トナー濃度基準値を使用し続けると、実際のトナー濃度が目標トナー濃度よりも低い状態
となり、画像濃度が薄くなってしまう。よって、特許文献１の画像形成装置では、放置後
の画像形成動作において、当該一定期間が経過するまでは変更後のトナー濃度基準値を用
いてトナー補給を行い、当該一定期間経過後は、変更前のトナー濃度基準値に戻してトナ
ー補給を行う。
【０００７】
　特許文献２には、電源投入後のウォームアップ時におけるトナー濃度センサの出力値と
前回の電源遮断直前の出力値との差の大きさが所定値よりも大きい場合には、画像形成に
より消費されるトナー量に見合った量の補給トナーを定量補給する画像形成装置が開示さ
れている。この画像形成装置においては、電源が遮断されてから次に投入されるまでの放
置期間の現像剤密度の上昇によりトナー濃度センサの誤検出が生じていても、その放置期
間は定量補給なので、トナー濃度センサの出力値がトナー補給制御に用いられない。よっ
て、放置後にトナーが過剰に補給される事態を抑制できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、上記特許文献１の画像形成装置では、放置後に画像形成動作を開始してから
一定期間が経過したら、変更前のトナー濃度基準値に戻してトナー補給を行う。そのため
、トナー濃度基準値を戻したタイミングで、トナー補給動作が大きく変動し、現像剤中の
トナー濃度を一時的に大きく変化させることになる。そのため、トナー濃度基準値を戻す
タイミングの前後で、画像濃度に大きな変化が生じてしまうという問題が発生する。
【０００９】
　また、上記特許文献２の画像形成装置において、放置期間後の画像形成動作中に行う定
量補給では、そのトナー補給量が、当該画像形成装置のコピー１枚当たりの平均的なトナ
ー消費量（例えば、Ａ４サイズのコピー１枚当たり約６％の（ベタ画像）に相当する分の
トナー量）に固定される。そのため、画像形成動作によって消費される実際のトナー消費
量が平均的なトナー消費量から大きく外れたものである場合には、現像剤中のトナー濃度
が目標トナー濃度から大きく外れ、適正な画像濃度で画像を形成することができない。
【００１０】
　本発明は、以上の背景に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、放置期間
後の画像形成動作において適正なトナー濃度を維持して地肌汚れやトナー飛散を抑制しつ
つ、画像濃度の変動も抑制できる画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明は、潜像担持体と、画像情報に基づいて該潜像担持
体上に潜像を形成する潜像形成手段と、潜像担持体上に形成された潜像を、トナーとキャ
リアとを含む二成分現像剤を用いて現像する現像装置と、該現像装置内にトナーを補給す
るトナー補給手段と、上記現像装置内の二成分現像剤中のトナー濃度を検出するトナー濃
度検出手段と、該トナー濃度検出手段による検出結果と目標トナー濃度との比較結果に基
づいて上記トナー補給手段によるトナー補給動作を制御する通常トナー濃度制御を実行す
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るトナー濃度制御手段とを有する画像形成装置において、上記トナー濃度制御手段は、前
回の画像形成動作を終えてから所定の放置期間後に次の画像形成動作を開始するとき、該
次の画像形成動作を開始してから所定の特別トナー濃度制御終了時期が到来するまでは特
別トナー濃度制御を実行し、該特別トナー濃度制御の終了後に上記通常トナー濃度制御を
実行するものであり、上記特別トナー濃度制御では、画像情報に基づいて該画像情報によ
る画像形成で消費されるトナー消費量を示すトナー消費量指標値を算出し、算出したトナ
ー消費量指標値が規定値以下である場合には、上記前回の画像形成動作中の上記トナー濃
度検出手段による検出結果に基づいてトナー補給動作を制御し、算出したトナー消費量指
標値が上記規定値を上回る場合には、上記所定の特別トナー濃度制御終了時期の到来を待
たずに、当該特別トナー補給制御を終了することを特徴とする。
【００１２】
　本発明では、通常トナー濃度制御を実行する前に行う特別トナー濃度制御において、当
該次の画像形成動作でのトナー消費量が少ない場合（トナー消費量指標値が規定値以下で
ある場合）には、前回の画像形成動作中のトナー濃度検出手段による検出結果に基づいて
トナー補給動作を制御する。よって、当該次の画像形成動作中のトナー濃度検出手段によ
る検出結果に用いないので、放置により現像剤密度が高まって誤検出が生じる状況であっ
ても、その誤った検出結果に基づくトナー補給動作によりトナーが過剰に補給されること
はない。また、トナー消費量が少ない場合には、現像剤中のトナー濃度の変動が少ないの
で、仮に、当該次の画像形成動作を開始してからの一定期間（最大で上記所定の特別トナ
ー濃度制御終了時期が到来するまでの期間）、トナー補給量が少なめになっても、あるい
はトナー補給を行わない場合でも、その期間において画像濃度に大きく不足するような事
態は生じない。
【００１３】
　ここで、本発明者は、放置後の当該次の画像形成動作におけるトナー消費量が多い場合
、トナー濃度検出手段の誤検出によって多めのトナーが補給されても、現像剤中の実際の
トナー濃度はあまり高まらず、地肌汚れやトナー飛散が生じにくいという新たな知見を得
た。すなわち、トナー濃度検出手段の誤検出によってトナーが多めに補給されて地肌汚れ
やトナー飛散が生じやすいのは、放置後の当該次の画像形成動作においてトナー消費量の
少ない画像形成動作を実行する場合であり、トナー消費量の多い画像形成動作を実行する
場合には、地肌汚れやトナー飛散が生じにくいのである。
【００１４】
　そこで、本発明の特別トナー濃度制御では、この新たな知見に基づき、トナー消費量が
多い場合（トナー消費量指標値が規定値を上回る場合）には、放置により現像剤密度が高
まって誤検出が生じる状況であっても、特別トナー濃度制御を終了し、通常トナー濃度制
御を実行する。これにより、画像１枚当たりの平均的なトナー消費量を大きく上回るトナ
ー消費量で当該次の画像形成動作を実行する場合でも、上記特許文献２の画像形成装置の
ようにトナー補給量が画像１枚当たりの平均的なトナー消費量に固定された固定補給を行
う場合と比較して、現像剤中の実際のトナー濃度を目標トナー濃度に追従させることがで
き、適正な画像濃度で画像を形成することが可能となる。
【発明の効果】
【００１５】
　以上、本発明によれば、放置期間後の画像形成動作において適正なトナー濃度を維持し
て地肌汚れやトナー飛散を抑制しつつ、画像濃度の変動も抑制できるという優れた効果が
得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態に係る複写機の主要部分を示す概略構成図である。
【図２】同複写機における第１現像装置の構成を示す説明図である。
【図３】実施形態における電源投入時もしくは待機モードから復帰する時に実行する特別
トナー補給制御の流れを示すフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を、画像形成装置である電子写真方式の複写機に適用した一実施形態につ
いて説明する。
　本実施形態の複写機は、スキャナで読み込んだ画像情報やパーソナルコンピュータ等の
外部機器から入力される画像情報に基づく画像を紙等の記録材上に形成する、反転現像に
よる２色デジタル画像形成装置である。詳しくは、潜像担持体としての感光体の表面上に
、第１色目のトナー像と第２色目のトナー像とを互いに重なり合うように形成し、これら
のトナー像を一括して記録材上に転写するものである。なお、本発明は、以下の実施形態
に係る複写機に限定されることなく、種々のタイプの画像形成装置に広く適用することが
できる。
【００１８】
　まず、本実施形態に係る複写機の基本的な構成について説明する。
　図１は、本実施形態に係る複写機の主要部分を示す概略構成図である。
　本複写機の感光体１は、ドラム状の導電性基体の周面に、電荷発生層及び電荷輸送層が
順次積層されたもので、回転可能に支持され、図示しない駆動手段により、例えば線速２
５０［ｍｍ／ｓｅｃ］で一定の方向に回転するように駆動される。感光体１の周囲に、第
１色目のトナー像を形成するための第１像形成部と、第２色目のトナー像を形成するため
の第２像形成部とが、感光体表面移動方向に沿って並んで配置されている。
【００１９】
　第１像形成部は、感光体１の表面を一様に帯電する第１帯電装置２Ａと、スキャナによ
り読み取られた原稿画像信号等の画像情報に基づいて感光体１の表面上に第１トナー像の
ための第１静電潜像を形成するための書込光Ｌ１を照射する図示しない第１露光装置と、
第１静電潜像を第１色トナーによって現像してトナー像を形成する第１現像装置３Ａとか
ら構成されている。本実施形態では、第１色トナーとして、黒色トナーを用いる場合を例
に挙げて説明する。
【００２０】
　第２像形成部は、第１色トナー像が形成された感光体１の表面を一様に帯電する第２帯
電装置２Ｂと、スキャナにより読み取られた原稿画像信号等の画像情報に基づいて感光体
１の表面上に第２トナー像のための第２静電潜像を形成するための書込光Ｌ２を照射する
図示しない第２露光装置と、第２静電潜像を第２色トナーによって現像してトナー像を形
成する第２現像装置３Ｂとから構成されている。本実施形態では、第２色トナーとして、
赤色トナーを用いる場合を例に挙げて説明する。
【００２１】
　また、感光体１の周囲には、感光体１の表面上に形成された第１色トナー像及び第２色
トナー像を一括して記録材としての記録紙Ｐへ転写する転写装置４を備えている。この転
写装置４は、支持ローラ４ａ，４ｂに張架された転写ベルト４ｃと感光体１の表面との間
に、図示しない給紙部から給紙されてくる記録紙Ｐを挟み込み、支持ローラ４ａに対して
トナーの正規帯電極性とは逆極性の電圧を印加して、感光体上のトナー像を記録紙Ｐへ転
写させる。トナー像が転写された記録紙Ｐは、転写装置４の転写ベルト４ｃに担持された
状態で、図示しない定着装置へと搬送され、熱と圧力によってトナー像が記録しＰへと定
着する。
【００２２】
　また、感光体１の周囲には、転写後に感光体表面上に残留するトナーをクリーニングブ
レード５ａとクリーニングブラシ５ｂによって除去するためのクリーニング装置５や、次
の画像形成に備えて感光体１の表面電荷を除去するためのＬＥＤからなる除電装置６など
も配置されている。
【００２３】
　本実施形態における第１現像装置３Ａは、感光体１の表面と対向する位置で開口した現
像ケース内に、現像剤担持体である第１現像ローラを備えている。第１現像ローラの表面
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は、現像ケースの開口を介して、感光体１の表面と所定の距離をもって対向する。第１現
像装置３Ａの現像ケース内には、磁性キャリアとトナーとからなる二成分現像剤が収容さ
れている。第１現像ローラは、その内部に配置された磁界発生手段により外周面に現像剤
を担持した状態で、図示しない駆動手段により回転駆動する。そして、第１現像ローラに
担持された現像剤は、感光体１の表面と対向する現像領域において、磁界の作用によりブ
ラシ状に穂立し、感光体１の表面に接触する。
【００２４】
　一方、本実施形態における第２現像装置３Ｂは、感光体１の表面と対向する位置で開口
した現像ケース内に、現像剤担持体である第２現像ローラを備えている。第２現像ローラ
の表面は、現像ケースの開口を介して、感光体１の表面と所定の距離をもって対向する。
第２現像装置３Ｂの現像ケース内には、磁性キャリアを含まない非磁性トナーからなる一
成分現像剤が収容されている。第２現像ローラは、外周面にトナーを担持した状態で、図
示しない駆動手段により回転駆動する。第２現像ローラ上に形成されるトナー層は、感光
体１の表面に対して非接触の状態で現像領域を通過する。
【００２５】
　本実施形態では、第２現像装置３Ｂの現像方式として、第１像形成部で形成された第１
色トナー像を現像剤の摺擦等によって乱さないように非接触現像方式を採用しているが、
接触現像方式を採用してもよい。接触現像方式を採用する場合には、例えば、金属製の芯
金表面にシリコンゴム、ＮＢＲゴム、ＥＰＤＭゴム、ウレタンゴム等の一般的なゴム材料
からなる弾性層を有している現像ローラを、第２現像ローラとして用いるとよい。
【００２６】
　図２は、本実施形態における第１現像装置３Ａの構成を示す説明図である。
　第１現像装置３Ａは、磁性キャリアとトナーとからなる現像剤を現像ケース内で循環搬
送するための２本の搬送スクリュー３２を備えている。また、第１現像装置３Ａは、第１
現像ローラ３１上に供給された現像剤を規制して現像領域へ搬送される現像剤量を調整す
る現像剤規制部材としてのドクタ３３を備えている。また、第１現像装置３Ａは、現像ケ
ース内の現像剤中のトナー濃度を検出するトナー濃度検出手段としてのトナー濃度センサ
３６を備えている。このトナー濃度センサ３６には、一般的な透磁率センサが用いられて
いる。
【００２７】
　また、本実施形態における第１現像装置３Ａには、内部に補給用トナーを収容したトナ
ーボトルがセットされたトナー補給手段としてのトナーボトルユニット３４が設けられて
いる。トナーボトルユニット３４は、トナーボトル内の補給用トナーを現像ケースへ搬送
するためのトナー搬送マイラー３５を備えている。トナー搬送マイラー３５を図中時計回
り方向へ回転駆動させることで、トナーボトル内の補給用トナーを現像ケースへ送り出す
ことができ、トナー搬送マイラー３５の回転駆動時間を制御することで、現像ケース内の
現像剤へ補給するトナーの量を調整することができる。
【００２８】
　本実施形態の通常動作時におけるトナー補給制御（通常トナー補給制御）は、以下のよ
うにして行われる。
　画像形成動作中における所定のタイミング（例えば記録紙Ｐが転写領域を通過したタイ
ミング）で、トナー濃度センサ３６によりトナー濃度検出を行い、そのセンサ出力値Ｖｔ
を取得する。そして、このセンサ出力値Ｖｔと、予め記憶されている目標トナー濃度であ
るトナー濃度基準値Ｖｒｅｆとの差分値を算出し、センサ出力値Ｖｔがトナー濃度基準値
Ｖｒｅｆを上回る場合（検出されたトナー濃度が目標トナー濃度よりも低い場合）には、
トナー搬送マイラー３５を回転駆動させてトナー補給動作を実行する。
【００２９】
　次に、本発明の特徴部分である、電源投入時もしくは待機モードから復帰する時に実行
される特別トナー補給制御について説明する。
　なお、ここでは、特別トナー補給制御を電源投入時もしくは待機モードから復帰する時
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に実行する場合を例に挙げるが、比較的長い放置期間後に画像形成動作を開始する時期で
あれば、電源投入時や待機モードからの復帰時に限定されることはない。
【００３０】
　図３は、本実施形態における電源投入時もしくは待機モードから復帰する時に実行する
特別トナー補給制御の流れを示すフローチャートである。
　本実施形態では、主電源をＯＦＦにする前又は待機モード（主電源がＯＮの状態で所定
の機器への通電を停止し、画像形成動作が停止した状態）に移行する前におけるトナー濃
度センサ３６のセンサ出力値Ｖｔ０が、図示しない記憶装置（不揮発性メモリ）に保持さ
れている。そして、電源投入時もしくは待機モードからの復帰時には、まず、定着装置の
ウォームアップ等の所定の画像形成動作前処理を実行する（Ｓ１）。ただし、本実施形態
では、第１現像装置３Ａのウォームアップ動作（２本の搬送スクリュー３２を回転駆動さ
せる動作）は実行しない。第１現像装置３Ａの搬送スクリュー３２の回転駆動は、画像形
成動作の開始に合わせて開始される。
【００３１】
　このようにして前処理後を終えたら、画像形成動作を開始し（Ｓ２）、まず、１枚目の
記録紙Ｐを通紙して、これに画像を形成するための動作を行う（Ｓ３）。そして、通常ト
ナー補給制御の場合と同様、例えば記録紙Ｐが転写領域を通過したタイミングで、トナー
濃度センサ３６によりトナー濃度検出を行う（Ｓ４）。そして、本実施形態では、画像情
報に基づいて当該１枚目の画像の画素数をカウントし、その画素数に基づいて単位面積（
記録紙Ｐの画像領域面積）当たりの画像占有率である画像面積率Ｓを算出する（Ｓ５）。
【００３２】
　その後、算出した画像面積率Ｓが規定値（本実施形態では２５％とする。）以下である
か否かの判断を行う（Ｓ６）。この判断において、２５％以下でないと判断された場合に
は（Ｓ６のＮｏ）、不揮発性メモリに保持されている前回のセンサ出力値Ｖｔ０（主電源
をＯＦＦにする前又は待機モードに移行する前におけるセンサ出力値Ｖｔ０）を、上記ス
テップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔに更新し、このセンサ出力値Ｖｔとトナー濃度基
準値Ｖｒｅｆとの差分値に基づいてトナー補給動作を制御する通常トナー補給制御に移行
する（Ｓ１０）。
【００３３】
　このように、画像面積率が２５％以下でない画像、すなわち、画像面積率が２５％を上
回るトナー消費量の多い画像を形成する場合には、上述したように、仮に、今回の電源投
入前もしくは待機モードからの復帰前の放置期間が長くて、第１現像装置３Ａ内の現像剤
密度が高まっており、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔが本来のトナー濃度
を示すものではない誤検出の結果であるとしても、その誤ったトナー濃度を示すセンサ出
力値Ｖｔに基づくトナー補給制御（通常トナー補給制御）によりトナーが過剰に補給され
て地肌汚れやトナー飛散を引き起こすことはない。
【００３４】
　続いて、上記ステップＳ６の判断において画像面積率Ｓが２５％以下であると判断され
た場合には（Ｓ６のＹｅｓ）、次に、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔが、
不揮発性メモリに保持されている前回のセンサ出力値Ｖｔ０よりも規定値（本実施形態で
は０．２［Ｖ］とする。）以上、上回る値であるか否かを判断する（Ｓ７）。この判断に
おいて、センサ出力値Ｖｔが前回のセンサ出力値Ｖｔ０を、規定値以上、上回っていない
と判断された場合には（Ｓ７のＮｏ）、不揮発性メモリに保持されている前回のセンサ出
力値Ｖｔ０を、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔに更新し、このセンサ出力
値Ｖｔとトナー濃度基準値Ｖｒｅｆとの差分値に基づいてトナー補給動作を制御する通常
トナー補給制御に移行する（Ｓ１０）。
【００３５】
　このように、センサ出力値Ｖｔが前回のセンサ出力値Ｖｔ０を０．２［Ｖ］以上は上回
っていない場合、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔは、地肌汚れやトナー飛
散を生じさせるほどの過剰なトナー補給を引き起こす誤差を含んでいないものである。し
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たがって、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔに基づくトナー補給制御（通常
トナー補給制御）を実施しても、地肌汚れやトナー飛散を引き起こすことはない。
【００３６】
　続いて、上記ステップＳ７の判断において、センサ出力値Ｖｔが前回のセンサ出力値Ｖ
ｔ０を、０．２［Ｖ］以上、上回っていると判断された場合には（Ｓ７のＹｅｓ）、次に
、画像形成動作を開始してからの通紙枚数Ｎが９枚に達したか否かを判断する（Ｓ８）。
この判断において、通紙枚数Ｎが９枚に達したと判断されると（Ｓ８のＹｅｓ）、不揮発
性メモリに保持されている前回のセンサ出力値Ｖｔ０を、上記ステップＳ４で取得したセ
ンサ出力値Ｖｔに更新し、このセンサ出力値Ｖｔとトナー濃度基準値Ｖｒｅｆとの差分値
に基づいてトナー補給動作を制御する通常トナー補給制御に移行する（Ｓ１０）。
【００３７】
　画像形成動作を開始してからの通紙枚数Ｎが９枚に達する頃には、第１現像装置３Ａ内
の現像剤は搬送スクリュー３２によって十分に攪拌された状態になっている。そのため、
通紙枚数Ｎが９枚に達しても、センサ出力値Ｖｔが前回のセンサ出力値Ｖｔ０を０．２［
Ｖ］以上も上回っているということは、そのセンサ出力値Ｖｔは、もはや放置期間に現像
剤密度が高まった結果による誤差ではなく、実際のトナー濃度を示すものであると言える
。よって、本実施形態では、この場合には通常トナー補給制御に移行することで、第１現
像装置３Ａ内の現像剤のトナー濃度を目標トナー濃度へ修正できる。
【００３８】
　一方、上記ステップＳ８の判断において、通紙枚数Ｎが９枚に達していないと判断され
た場合（Ｓ８のＮｏ）、当該画像形成動作は画像面積率Ｓが２５％以下であるトナー消費
量の少ない画像を形成するものであり、かつ、センサ出力値Ｖｔは放置期間に現像剤密度
が高まった結果による誤差を含むものであるから、不揮発性メモリに保持されている前回
のセンサ出力値Ｖｔ０を、上記ステップＳ４で取得したセンサ出力値Ｖｔで更新しない。
これにより、トナー補給動作は、前回のセンサ出力値Ｖｔ０とトナー濃度基準値Ｖｒｅｆ
との差分値に基づいて制御されることになる（Ｓ９）。その結果、上記ステップＳ４で取
得したセンサ出力値Ｖｔが本来のトナー濃度を示すものではない誤検出の結果であるとし
ても、その誤ったトナー濃度を示すセンサ出力値Ｖｔに基づくトナー補給制御によりトナ
ーが過剰に補給されることはなく、地肌汚れやトナー飛散が発生しない。
【００３９】
　なお、電源投入時又は待機モードからの復帰時における１枚目の画像形成動作中に実施
されるトナー補給動作は、不揮発性メモリに保持されている前回のセンサ出力値Ｖｔ０と
トナー濃度基準値Ｖｒｅｆとの差分値に基づいて制御される。
　また、主電源をＯＦＦにする際又は待機モードへ移行する際には、上述した画像形成動
作開始からの通紙枚数Ｎのカウント値はクリアする。
【００４０】
　以上に説明したものは一例であり、本発明は、次の態様毎に特有の効果を奏する。
（態様Ａ）
　感光体１等の潜像担持体と、画像情報に基づいて該潜像担持体上に潜像を形成する第１
露光装置等の潜像形成手段と、潜像担持体上に形成された潜像を、トナーとキャリアとを
含む二成分現像剤を用いて現像する第１現像装置３Ａ等の現像装置と、該現像装置内にト
ナーを補給するトナーボトルユニット３４等のトナー補給手段と、上記現像装置内の二成
分現像剤中のトナー濃度を検出するトナー濃度センサ３６等のトナー濃度検出手段と、該
トナー濃度検出手段による検出結果（センサ出力値Ｖｔ）と目標トナー濃度（トナー濃度
基準値Ｖｔｒｅｆ）との比較結果に基づいて上記トナー補給手段によるトナー補給動作を
制御する通常トナー濃度制御を実行する図示しない制御部等のトナー濃度制御手段とを有
する画像形成装置において、上記トナー濃度制御手段は、画像形成動作を開始してから所
定の特別トナー濃度制御終了時期が到来するまでは特別トナー濃度制御を実行し、該特別
トナー濃度制御の終了後に上記通常トナー濃度制御を実行するものであり、上記特別トナ
ー濃度制御では、画像情報に基づいて該画像情報による画像形成で消費されるトナー消費
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量を示す画像面積率Ｓ等のトナー消費量指標値を算出し、算出したトナー消費量指標値が
規定値以下である場合（Ｓ≦２５％）には、当該画像形成動作の開始前に行った画像形成
動作中の上記トナー濃度検出手段による検出結果（センサ出力値Ｖｔ０）に基づいてトナ
ー補給動作を制御し、算出したトナー消費量指標値が規定値を上回る場合には、上記所定
の特別トナー濃度制御終了時期の到来を待たずに、当該特別トナー補給制御を終了するこ
とを特徴とする。
　これによれば、上述したとおり、放置期間後の画像形成動作において適正なトナー濃度
を維持して地肌汚れやトナー飛散を抑制しつつ、画像濃度の変動も抑制できる。
　特に、Ａ２サイズ以上のプリントが可能な広幅な画像形成装置（広幅機）においては、
プリント幅（画像領域の主走査方向長さ）がＡ３サイズ以下の画像形成装置よりも、現像
装置の主走査方向の寸法が大きい。そのため、現像剤循環搬送路が長く、補給されたトナ
ーが現像装置内の現像剤に十分に混ざり合って十分な帯電量を得るには時間がかかるので
、地肌汚れやトナー飛散が発生しやすい。したがって、本態様は、特に広幅機に対して有
益なものである。
　また、従来の画像形成装置は、放置期間後の画像形成動作に先立って現像装置をウォー
ムアップ動作させながらトナー濃度検出を行い、その検出結果を用いることで放置後にト
ナーが過剰に補給される事態を抑制するものであった。現像装置のウォームアップ動作は
、ファーストプリントタイムを短縮する目的で、定着装置のウォームアップ動作と並行し
て行われる。現像装置のウォームアップ動作と定着装置のウォームアップ動作は、いずれ
も大きな電力を消費することになるので、放置期間後の画像形成動作のたびに大電力が消
費されるとともに、このような大電力の消費を賄う大容量の電源が必要となる。特に、Ａ
２サイズ以上のプリントが可能な広幅な画像形成装置（広幅機）の場合には、短時間で大
型の定着装置を立ち上げる必要があること、現像装置の負荷トルクが大きいこと等から、
Ａ３サイズ以下の一般的な画像形成装置よりも、消費電力や電源容量の問題が深刻である
。本態様の特別トナー濃度制御は、画像形成動作に先立って現像装置をウォームアップ動
作させる必要がない。そのため、現像装置のウォームアップ動作を必要とする従来の画像
形成装置と比較して、消費電力や電源容量の問題を軽減することができる。
【００４１】
（態様Ｂ）
　上記態様Ａにおいて、上記所定の特別トナー濃度制御終了時期は、画像形成動作を開始
してから予め決められた動作量の画像形成動作が行われた時期（通紙枚数Ｎが９枚に達す
る時期等）を含むことを特徴とする。
　これにより、当該画像形成動作中のトナー濃度検出手段による検出結果（センサ出力値
Ｖｔ）が放置期間に現像剤密度が高まった結果による誤差を含まなくなった後は、第１現
像装置３Ａ内の現像剤のトナー濃度を目標トナー濃度へ高精度に維持することができる。
【００４２】
（態様Ｃ）
　上記態様Ａ又はＢにおいて、上記所定の特別トナー濃度制御終了時期は、当該画像形成
動作中の上記トナー濃度検出手段による検出結果と、当該画像形成動作の開始前に行った
画像形成動作中の上記トナー濃度検出手段による検出結果との差が規定値以下となった時
期を含むことを特徴とする。
　これによれば、当該画像形成動作中のトナー濃度検出手段による検出結果（センサ出力
値Ｖｔ）が、地肌汚れやトナー飛散を生じさせるほどの過剰なトナー補給を引き起こす誤
差を含んでいない場合には、通常トナー補給制御を実施して、第１現像装置３Ａ内の現像
剤のトナー濃度を目標トナー濃度へ高精度に維持することができる。
【００４３】
（態様Ｄ）
　上記態様Ａ～Ｃのいずれかの態様において、上記トナー消費量指標値は、当該画像情報
に基づいて形成される画像の画像面積率Ｓであることを特徴とする。
　これによれば、画像情報から、当該画像情報による画像形成で消費されるトナー消費量
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を高精度に把握することが可能となる。
【符号の説明】
【００４４】
１　感光体
２Ａ　第１帯電装置
２Ｂ　第２帯電装置
３Ａ　第１現像装置
３Ｂ　第２現像装置
４　転写装置
５　クリーニング装置
６　除電装置
３１　現像ローラ
３２　搬送スクリュー
３３　ドクタ
３４　トナーボトルユニット
３５　トナー搬送マイラー
３６　トナー濃度センサ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４５】
【特許文献１】特許３５３７１１６号公報
【特許文献２】特許３８１７３６６号公報

【図１】

【図２】

【図３】
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